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特 にカプサ イシ ンを特 異的 アゴニス トとす る
TRPV1が熱刺激受容体 として機能 してい ること














体重約150-300g,雌雄不 明)を 用い,熱 刺激
(thermometertest,plantartest),機械刺激
(vonFreytest)を与 え,カ プサイシン投与 が
刺激感受性に与える効果を検討 した。
【結果 と考察】
1.Thermometertest
熱刺激に対す るカエルの逃避反応閾値は43℃-
48℃であったが,こ れは哺乳類TRPV1の応答閾
値(>43℃)と 一致 していた。カエルの侵害性
熱刺激受容体は哺乳類TRPV1と類似 した熱感受
性を持つことが示 された。
2.Plantartest
カプサイシンを皮下投与 しても,熱刺激に対す
る反応潜時に変化は見 られなかった。カエルの侵
害性熱刺激受容体は哺乳類TRPV1とは異な り,
カプサイシン非感受性であることが示 された。
3.vonFreytest
カプサイシンを皮下投与すると,機械刺激に対
する閾値が有意に低下 した。カエルの侵害性機械
刺激受容体はカプサイシンを特異的アゴニス トと
する可能性が示唆 された。今後の機械刺激受容体
の解明に大 きく寄与す る知見であると考える。
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